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①緊 急 放 流 ②事 前 放 流

ダムの放流による川の水位上昇に注意
問危機管理課　本３階

０２８７（２３）１１１５
　ダムは、洪水災害を防ぐため、ダム容量内に雨水を貯め、量を調節しながら放流を行っています。ダムの放
流には、主に「緊急放流」と「事前放流」の２通りあります。

市内主要河川の上流にあるダム
■箒　川　塩原ダム
■那珂川　深山ダム・板室ダム
■蛇尾川　八汐ダム・蛇尾川ダム

　利水用の貯水を放流して、事前にダムの
水位を下げ、通常時よりも洪水調節容量を
増やすことで、より多くの水をためること
ができるようになるため、ダム容量を超え
る大雨による洪水被害の防止・軽減を図る
ことができます。

　大田原市では、市民の皆さまの生命と財
産を守り、いざというときに円滑な避難行
動につなげ、被害を最小限にするために『防
災ハザードマップ』を公表しています。
　なお、今年度は『防災ハザードマップ』の見直しを行
います。新しい『防災ハザードマップ』を令和６年３月
に公表し、全戸配布を予定しています。

【通常時】 【事前放流時】

←利水用の貯水の水位→

洪水調節容量 洪水調節容量 増加

よいちメールにご登録ください

『防災ハザードマップ』を確認しましょう

日ごろから災害に備えましょう
　大田原市では、メール配信サービス「よいちメー
ル」で、防災・防犯情報や行政情報、くらしに役立
つ情報などをお届けしています。
　ダムを放流する際も、事前によいちメールでお
知らせしますので、登録がお済みでない方はこの
機会にぜひご登録ください。

よいちメール登録方法
❶「login@ohtawara.mailio.jp」へ空メールを送信し

てください。
❷折り返し登録案内のメールが届きますの

で、本文を確認のうえ、登録を行ってく
ださい。詳細は、市　をご覧ください。

　想定を超える大雨の際に、ダ
ムに流入する水の量が増加して
ダムが決壊する恐れがある場合、
流入した量と同じ量の水を放流
します。

　台風などでダム容量を超える
大雨が予想される場合、洪水被
害の防止・軽減を目的に、晴れ
ていても事前にダムの水を放流
します。

放流

鮎釣りや川遊びの
際は急な増水にご
注意ください

　事前放流が始まると、急な水位
上昇の可能性があるため大変危険
です。晴れていても放流は行われ
ますので、ダム内の水を放流する
合図（サイレンなど）があった場合
は、川に近づかないでください。

　令和元年の台風19号では、各地で甚大な被害が発
生し、大田原市でも蛇尾川の護岸崩壊や農地が流さ
れるなどの被害がありました。比較的規模の小さかっ
た今年６月の台風２号においても、市内の林道で法
面の崩落や倒木などの被害が発生しています。
　気象庁の３か月予報（５月23日発表）によると、６
月～８月の降水量は平年
並みとなることが見込ま
れていますが、11月にか
けては台風が発生しやす
い時期となりますので、小
規模の台風でも油断せず、
十分注意してください。HP 台風19号で崩壊した蛇尾川護岸

HP市　で河川監視カ
メラを公開してい
ます。川の様子が
気になるときにご
活用ください。

◀ ◀

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載事業が中止・延期となる場合があります。
中止・延期の際は、市ホームページ・よいちメールなどでお知らせします。
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　市では、毎年６月と12月の年２回、市の財政状況を公表しています。これは、市民の皆さまから納めていた
だいた税金や国・県からの支出金などの使いみち、財産の状況などをお知らせするものです。
　今回は、令和４年度下半期（令和５年３月31日まで）の執行状況をお知らせします。
　なお、市の決算は出納整理期間（４月１日～５月31日）後に作成しますので、今回の財政状況の数値と決算
の数値は異なります（決算の状況は広報おおたわら１月号に掲載予定です）。

（令和５年３月31日現在　住基人口：69,161人　世帯：29,786世帯）

一般会計の状況

歳出歳入

１世帯当たりの市税負担額は、　　　36万4,217円 １世帯当たりの歳出金額は、　103万円3,141円

市税の状況 財産の状況
税　目 予算現額 収入済額 収入率

固定資産税 52億3,235万円 53億   939万円 101.5％

市民税 41億2,380万円 43億4,892万円 105.5％

市たばこ税 ５億2,280万円 ５億5,709万円 106.6％

都市計画税 ３億3,908万円 ３億3,980万円 100.2％

軽自動車税 ２億6,600万円 ２億7,500万円 103.4％

入湯税 1,660万円 1,836万円 110.6％

合計 105億63万円 108億4,856万円 103.3％

上段：予算現額
下段：支出済額

上段：予算現額
下段：収入済額

市民１人当たりの歳出金額は、　　44万4,949円

■一般会計予算を市民１人当たりに換算してみると・・・

市民１人当たりの市税負担額は、　　15万6,860円

　市債・国庫支出金・県支出金については、事業完
了後に収入となるため、翌年度へ繰越となったり、
出納整理期間（４月１日～５月31日）に収入されたり
する分があり、予算現額と収入済額に開きが生じて
います。

市税

地方交付税

国庫支出金

県支出金

地方消費税
交付金

使用料及び
手数料

その他

民生費

土木費

教育費

総務費

公債費

衛生費

農林水産業費

消防費

その他

商工費

問財政課　本６階
０２８７（２３）８７９７

354億1,836万円
332億4,187万円

354億1,836万円
307億7,314万円

区分 現在高

土地 　　　5,509,939㎡

建物 　　　   341,920㎡

基金 　   65億4,516万円  

令和４年度下半期

市債

大田原市の財政状況

105億     63万円
108億4,856万円

68億3,485万円
60億4,563万円
65億2,600万円
64億8,004万円

17億7,400万円
18億8,818万円

13億2,580万円
４億8,360万円

３億5,128万円
３億4,927万円

49億2,907万円
52億2,439万円

31億7,673万円
19億2,220万円

130億9,566万円
119億4,904万円

48億　740万円
38億3,096万円

36億1,812万円
36億　999万円

40億8,943万円
35億　867万円

25億4,363万円
21億　437万円

24億7,056万円
19億1,898万円

16億3,529万円
９億8,193万円

15億5,836万円
14億4,180万円

２億6,105万円
３億2,429万円

12億7,562万円
11億6,635万円
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市中銀行	
19億
2,981万円
（6.9％）

特別会計の状況

市債の借入残高

会計名 予算現額
収入済額（収入率）
支出済額（支出率）

国民健康保険事業費
特別会計 81億 3,180万円

82億2,027万円（101.1％）

79億7,679万円（98.1％）

介護保険
特別会計 72億5,324万円

71億4,032万円（98.4％）

63億4,814万円（87.5％）

子育て支援券
特別会計 1,940万円

2,226万円（114.7％）

217万円（11.2％）

後期高齢者医療
特別会計 ８億1,630万円

7億7,560万円（95.0％）

7億5,232万円（92.2％）

須賀川財産区
特別会計 2,500万円

2,339万円（93.6％）

2,132万円（85.3％）

■一般会計
278億151万円

教育債
41億507万円
（14.8％）

土木債
43億8,923万円
（15.8％）

衛生債
２億8,053万円
（1.0％）

総務債
32億

8,266万円
（11.8％）

農林業債
５億2,190万円
（1.9％）

民生債
１億4,849万円
（0.5％）

消防債
５億704万円
（1.8％）

災害復旧債
１億8,652万円
（0.7％）

公営住宅債
7,797万円（0.3％）

　市債の発行については、その返済について普通交付税措置のある地方債を優先的に
発行し、財源の確保に努めています。
　なお、市債は令和５年４月～５月にも借り入れを行うため、市債の最終的な年度末
残高はこれより増加します。

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、
内部留保資金で補てんしました。

水道・下水道事業の経営状況
■収入および支出の状況

＜収益的収支＞
事業運営を目的とした収支

収入 水道　　16億8,123万円下水道　19億3,068万円

支出 水道　　15億3,488万円下水道　17億1,614万円

＜資本的収支＞
施設整備を目的とした収支

収入 水道　　１億2,266万円下水道　３億7,996万円

支出 水道　　８億8,550万円下水道　10億7,265万円
■業務の状況（令和５年３月 31 日現在）

給排水戸数 給水　２万8,239戸
排水　２万　382戸

給排水人口 給水　６万5,366人
排水　４万5,187人

財務省など
94億7,664万円
（34.1％）

地方公共団体
金融機構
122億
2,182万円
（44.0％）

その他金融機関
16億563万円
（5.8％）

栃木県	
６億7,284万円
（2.4％）

かんぽ生命保険
7,457万円
（0.3％）

共済組合など
18億2,020万円
（6.5％）

臨時財政
対策債など
143億
210万円
（51.4％）

目的別 借入先別

大田原市

　齋藤		博敏［荒屋敷］
　親園地区…✿鈴木		憲司［花園］
　野崎地区…✿佐々木		祐治［上薄葉］
　佐久山地区…✿菊地		孝行［荒町］、関谷		忍［福原］
　湯津上地区…✿阿久津		年男［片府田］
　黒羽地区…✿福島		二三男［矢倉］
　川西地区…✿郡司		彰［下町２区］、小野﨑		隆［奥沢］
　両郷地区…✿中村		孝［大輪下］
　須賀川地区…✿平久江		德昭［須賀川上］
●監事　田向		春男［大沢］、久保		武司［佐良土南］
●会計　増田		幸一［前田２区］

　大田原市区長連絡協議会は、市と区長（自治会長）相互
の連絡調整を図り、市政の発展に貢献することを目的に
結成されています。総会において、次のとおり役員が選
任されました。（敬称略、［	］内は自治会名）
●会長　平久江		德昭［須賀川上］
●副会長　福島		初夫［大久保町］、菊地		孝行［荒町］
　郡司		彰［下町２区］
●理事（✿は地区区長会長）
　大田原地区…✿福島		初夫［大久保町］、鴇巣		隆美［赤堀
東］、木下		格太郎［原町］、室井		敏雄［赤堀西］
　金田地区…✿紙本		一富［乙連沢］、永山		一美［鹿畑］

区長連絡協議会役員が決まりました 問政策推進課　　６階
０２８７（２３）８７１５
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